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まえがき 

この規格は，産業標準化法に基づき，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本

産業規格である。これによって，JIS C 8992-2:2010 は廃止され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS C 61730 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS C 61730-1 第 1 部：構造に関する要求事項 

JIS C 61730-2 第 2 部：試験に関する要求事項 
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日本産業規格          JIS 
 C 61730-2：2020 
 

太陽電池（PV）モジュールの安全適格性確認－ 

第 2 部：試験に関する要求事項 

Photovoltaic (PV) module safety qualification- 

Part 2: Requirements for testing 

 
序文 

この規格は，2016 年に第 2 版として発行された IEC 61730-2 を基とし，国内状況を鑑みて，火災試験方

法などを加えるなどの規格内容の一部を修正して，作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。

変更の一覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

 

1 適用範囲 

JIS C 61730-1 の適用範囲は，この規格にも適用できる。JIS C 61730-1 は，構造に関する要求事項を規定

しており，この規格は，安全の適格性のために太陽電池（PV）モジュール（以下，PV モジュールという。）

に要求される試験について規定する。この規格は，JIS C 61730-1 と併せて安全適格性確認に適用される。 

この規格で規定する一連の試験では，全ての用途における PV モジュールの使用を想定して，可能性の

ある全ての安全面を試験することはできない。この規格は，規格の作成段階で利用可能な 適な一連の試

験である。高電圧システム内で破損した PV モジュールによる感電の危険性のような幾つかの問題は，シ

ステム設計，設置場所，立入制限及び管理手順で対処することが望ましい。 

この規格の目的は，JIS C 61730-1 で構造評価された PV モジュールの安全性を検証するための一連の試

験を提供することである。試験シーケンス及び合格基準は，火災，感電及び／又は人身傷害を引き起こす

おそれのある PV モジュールの内部及び外部部品の破損の可能性を検出することを意図している。この規

格は，PV モジュールの 終用途における基本的な安全試験の要求事項及び追加試験を規定する。試験分

類には一般検査，感電の危険，火災の危険，機械的ストレス及び環境ストレスが含まれる。 

関連する規格に概説されている追加の試験要件，又は目的とする場所での PV モジュールの設置及び使

用を監督する法令，法規若しくは地域の条例は，この規格に規定されている要求事項に加えて考慮するの

がよい。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

IEC 61730-2:2016，Photovoltaic (PV) module safety qualification－Part 2: Requirements for testing

（MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”

ことを示す。 

 


